
港区の適正配置対象校と直近の児童数等の推移 
 

                   令和元年度 区役所調べ 

中学校区 小学校名 
児 童 数 学 級 数 

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 

市岡東中学校 
波除小学校 633人 641人 630人 19(7) 18(7) 18(7) 

南市岡小学校 201人 240人 269人 9(2) 9(2) 9(4) 

市岡中学校 

弁天小学校 535人 501人 487人 18(4) 17(4) 15(5) 

磯路小学校 255人 260人 279人 9(3) 10(3) 10(3) 

市岡小学校 542人 521人 494人 18(3) 17(3) 15(4) 

港南中学校 田中小学校 312人 307人 293人 12(4) 12(3) 12(4) 

三先小学校 380人 377人 385人 12(5) 12(6) 13(6) 

港中学校 
池島小学校 196人 167人 141人 6(5) 6(5) 6(5) 

八幡屋小学校 200人 200人 194人 6(4) 6(4) 6(4) 

築港中学校 
港晴小学校 194人 196人 196人 7(1) 7(1) 6(2) 

築港小学校 181人 167人 152人 7(2) 6(2) 6(3) 

 区  合  計 3,629人 3,577人 3,520人 123(40) 120(40) 116(47) 

 

※ 児童数は特別支援学級在籍児童を含む。学級数の（  ）は特別支援学級で外数。 

※ 太字の４校が適正配置の対象校。（「大阪市立小学校学校配置の適正化の推進のための指

針」において、毎年 5月 1日現在の学校現況調査（例年 8月頃に発表）で 11学級以下で

今後も 11学級以下の状況にあると見込まれる小学校を適正配置の対象としている。ただ

し、南市岡、磯路の両小学校については、現在11学級以下であるが、今後、12学級以上

になる見通しであるため対象から外れている。） 

※ 学校配置の適正化の方策としては、基本的には「統合」の手法により進め、その際には適

正配置対象校同士の統合を優先する。また、適正配置の相手校は、同一中学校区にあり、

校区が隣接している学校とする。 

※ ただし、港区は平成 29年に人口が社会増に転じたこと、交通の利便性が高いこと、隣接

区の西区で子育て世帯の人口が増えていることなどから、現時点においては長期的な児童

数の推移を慎重に見極める必要がある。 
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■「学校選択制 希望調査最終結果表」『11月１６日（金）現在』は、次の通りです。 

 

（小学校） 
 通学区域

からの 

希望者数 

通学区域外からの 

希望者数 

通学区域外からの 

受入可能人数 

抽選の 

有無 

市岡小学校 
６７ 

２ ６５ — 

市岡小学校（特） ０ ０ — 

磯路小学校 
５３ 

５ ４６ — 

磯路小学校（特） ０ ３ — 

三先小学校 
６０ 

１３ ４１ — 

三先小学校（特） ０ ０ — 

田中小学校 
４３ 

２ １９ — 

田中小学校（特） ０ ２ — 

八幡屋小学校 
２６ 

８ ３７ — 

八幡屋小学校（特） ０ ２ — 

波除小学校 
１０６ 

１ ６０ — 

波除小学校（特） ０ ７ — 

築港小学校 
２６ 

０ ３７ — 

築港小学校（特） ０ ０ — 

南市岡小学校 
５６ 

４ ３５ — 

南市岡小学校（特） １ １ — 

港晴小学校 
３１ 

１ ６３ — 

港晴小学校（特） ０ ２ — 

弁天小学校 
８０ 

２ ２３ — 

弁天小学校（特） １ ２ — 

池島小学校 
１８ 

１ ４１ — 

池島小学校（特） １ ２ — 

（特）：特別支援学級希望者 

   ※ 通学区域内の希望調査票未提出者を含みます。 

 

 

 

 

 



 

■「学校選択制 希望調査最終結果表」『11月１６日（金）現在』は、次の通りです。 

 

（中学校） 
 

 

通学区域

からの 

希望者数 

通学区域外からの 

希望者数 

通学区域外からの 

受入可能人数 

抽選の 

有無 

市岡中学校 
１６４ 

６５ ２９ 抽選 

市岡中学校（特） １ １ — 

港中学校 
６７ 

２７ ４１ — 

港中学校（特） ３ ３ — 

港南中学校 
１４２ 

１０ ４１ — 

港南中学校（特） ０ ０ — 

市岡東中学校 
９０ 

１ １７ — 

市岡東中学校（特） ０ ０ — 

築港中学校 
４１ 

０ ４３ — 

築港中学校（特） ０ ４ — 

（特）：特別支援学級希望者 

   ※ 通学区域内の希望調査票未提出者を含みます。 

 

 

 

 



学校選択制保護者アンケートの結果から窺える港区の特徴

H30年6月実施アンケートより

全市
A

港区
B

比較
B-A

全市
A

港区
B

比較
B-A

自宅から近い 45.7% 38.1% -7.6% 23.9% 20.8% -3.1%

通学の安全 25.8% 33.3% 7.5% 9.6% 0.0% -9.6%

兄姉が通学 26.1% 23.8% -2.3% 10.7% 8.3% -2.4%

友達 31.4% 14.3% -17.1% 23.6% 25.0% 1.4%小学校では友達に連動する傾向は全市に比べて緩やか

教育方針・教育内容 28.2% 23.8% -4.4% 23.9% 12.5% -11.4%中学校では教育方針等で選択する傾向は全市に比べて緩やか

修学旅行等学校行事充実 2.8% 4.8% 2.0% 2.0% 0.0% -2.0%

はぐくみ・元気アップなど地域の学校支援充実 2.3% 4.8% 2.5% 1.3% 0.0% -1.3%

学力テスト・体力テスト 13.2% 19.0% 5.8% 16.2% 8.3% -7.9%

卒業生の進路状況を見て 6.6% 8.3% 1.7%

校内環境が良い 31.2% 28.6% -2.6% 24.9% 33.3% 8.4%

学校公開・説明会が良かった 13.2% 14.3% 1.1% 13.7% 25.0% 11.3%中学校では学校公開や説明会で選択する傾向が高い

児童いきいき放課後事業が充実 8.1% 19.0% 10.9% 「いきいき」で選択する傾向が高い

やりたい部活動があるから 42.4% 79.2% 36.8%部活動で選択する傾向が全市に比べて顕著に高い

学校の施設設備が良い 7.5% 4.8% -2.7% 5.8% 0.0% -5.8%

児童生徒数、学級数が多い 18.8% 42.9% 24.1% 8.9% 25.0% 16.1%小・中いずれも児童生徒数で選択する傾向が全市に比べて高い

児童生徒数学級数が少ない 12.7% 4.8% -7.9% 6.9% 0.0% -6.9%

その他行きたくないなど 14.8% 23.8% 9.0% 15.0% 8.3% -6.7%

備　　　考

※ 選択理由は重複回答可能であり上記の割合は回答人数に対するものであるため、割合の合計は100％を超過している。

小学校 中学校

※ 「校区外の学校(学校選択制)」を選択された方の選択理由



市岡 71

磯路 55

三先 61

田中 49

八幡屋 28

波除 112

築港 28

南市岡 59

港晴 40

弁天 80

池島 27

合計 610

市岡 168

港 75

港南 157

市岡東 141

築港 73

合計 614

平成３０年１０月現在　各校区に居住する児童・生徒数

小
学
校
区

中
学
校
区

単位（人）

単位（人）中学校

小学校



全国学力・学習状況調査 ※１、２ における平均正答率の状況

27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 30年度

全国平均正答率　　　(％) 70.0 72.9 74.8 70.7 65.4 57.8 57.5 54.7 75.2 77.6 78.6 63.5 45.0 47.2 45.9 51.5 60.8 60.3

大阪市平均正答率　 (％) 65.7 69.7 71.0 66.0 62.5 54.6 53.0 51.0 72.8 75.3 75.0 62.0 42.8 44.7 42.0 49.0 56.3 55.0

全国平均以上の港区の学校数 0 2 0 0 0 2 1 0 1 3 3 1 2 0 2 1 0 0

全国平均未満の港区の学校数 11 9 11 11 11 9 10 11 10 8 8 10 9 11 9 10 11 11

大阪市平均以上※4の港区の学校数 2 3 4 2 2 3 5 5 3 5 6 1 2 2 4 2 2 3

大阪市平均未満の港区の学校数 9 8 7 9 9 8 6 6 8 6 5 10 9 9 7 9 9 8

27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 30年度

全国平均正答率　　　(％) 75.8 75.6 77.4 76.1 65.8 66.5 72.2 61.2 64.4 62.2 64.6 66.1 41.6 44.1 48.1 46.9 53.0 66.1

大阪市平均正答率　 (％) 73.5 72.5 74.0 74.0 63.6 62.1 68.0 58.0 62.0 60.0 62.0 63.0 40.1 41.7 45.0 44.0 49.3 63.0

全国平均以上の港区の学校数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0

全国平均未満の港区の学校数 5 5 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5 5 3 5 5 5 5

大阪市平均以上※4の港区の学校数 0 2 2 0 2 2 1 1 1 2 0 0 0 2 1 0 0 1

大阪市平均未満の港区の学校数 5 3 3 5 3 3 4 4 4 3 5 5 5 3 4 5 5 4

※１　当該調査により、測定できるのは、学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

※２　各年度の調査時点の小学校第６学年・特別支援学校小学部第６学年、中学校第３学年・特別支援学校中学部第３学年の全校児童生徒が対象

※３　小規模少人数校については、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっております。 平均正答率を公表していない
　　　　学校においても全国および大阪市との比較については公表しているため、上表のとおり掲載しています。
※４　29年度より、大阪市平均と各校平均の表示が整数とされたため、同じ整数のものについては大阪市平均以上に含めています。

理科国語A 国語B 数学A 数学B

中学校　（対象 ５校)

国語A 国語B 算数A 算数B

小学校　（対象　11校) ※３

理科



全国体力・運動能力、運動習慣等調査 ※５ における体力合計点 ※６ の状況

27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度 27年度 28年度 29年度 30年度

全国平均の体力合計点 52.80 53.92 54.16 54.21 55.18 55.54 55.72 55.90 41.89 42.13 42.11 42.32 49.08 49.56 49.97 50.61

大阪市平均の体力合計点 52.23 52.61 52.79 52.80 53.50 54.30 54.58 54.45 40.62 41.25 41.00 41.72 48.12 49.20 49.27 50.14

全国平均以上の港区の学校数 2 3 4 2 5 6 4 4 4 2 2 3 1 4 3 3

全国平均未満の港区の学校数 8 8 7 9 5 5 7 7 1 3 3 2 4 1 2 2

大阪市平均以上の港区の学校数 5 6 5 4 7 8 7 4 5 2 3 3 2 4 4 3

大阪市平均未満の港区の学校数 5 5 6 7 3 3 4 7 0 3 2 2 3 1 1 2

※５　各年度調査時点の小学校第５学年・特別支援学校小学部第５学年、中学校第２学年・特別支援学校中学部第２学年の全校児童生徒が対象

※６　握力、上体起こし、長座体前屈などの８種目を合計して算出した合計点

※７　小規模少人数校では、調査数が少なく全体の傾向を表しにくいなどから調査結果等を公表しないことができる取扱いとなっており、27年度は10校で公表しています。

　　　 なお、28、29、30年度については上記のとおり結果等を公表していない学校においても、全国および大阪市との比較は可能な形で表現されているため、上表のとおり掲載しています。

小学校　（対象　27年度10校) ※７

男　子 女　子 男　子

中学校　（対象 ５校)

女　子


